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◇活動内容の紹介①

• 誰が：三富地域住民の有志

• どこで：乙女高原

• いつから：平成13年4月発足

• 活動を始めたきっかけ：「乙女高原の森」連絡会議が前身となり乙女

高原の自然を保護し、活用していくための

母体となる任意団体として発足した。

• 活動団体入会者数、体制：会員数675名(普通会員・サポーター会員)

（平成28年2月3日 現在）

世話人：10名、代表世話人2～3名

• 他の団体との連携：山梨市、山梨県、麻布大学、東京農工大学



◇活動内容の紹介②

• 活動の成果、波及効果

◆遊歩道の整備、シカ柵の設置

◆乙女高原フィールドガイドⅠ,Ⅱ,Ⅲの作成

◆乙女高原案内誕生と成長の記録作成

（財団法人山梨鈴木助成事業財団助成）

◆乙女高原大百科作成

（一般財団法人セブンイレブン助成財団助成）

• 成功の要因：前身の「乙女高原の森」連絡会議が作成した「乙女高原

の森」の保全および活用に関する提言の中で目標を明確

に示したことで、活動がぶれることなく継続された。

• 活動を通じて得たこと：ファンクラブメンバーとのネットワーク



◇活動内容の紹介③

• 活動の今後の展開：マスコミとのパートナーシップ（広報）、

拠点の確保（乙女高原グリーンロッジ）

• 現状の課題：①シカ柵の効果検証

②少子高齢によるメンバーの平均年齢の上昇



◇政策提案
• 現状の課題に対する提案

①検証活動への参加（市との協働）

②子どもたちへの広報（学校との連携）

• 個人的にできること

会への加入、活動への参加


